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～大豆入りだし汁うどん～

　大豆としいたけ、こんぶでだしをと
り、具材はだしをとった材料をそのま
ま使ったシンプルなうどんです。新和
では、法事など大勢が集まったときに
ふるまわれています。あっさりとした
味で、つるつると何杯でも食べること
ができます。
　皆さん、ぜひご賞味ください。

①大豆は１晩水につける。
②だしこんぶは３㎝角に切り、干ししいたけは
戻して大きいものは２～４つに切る。戻し汁
は取っておく。
③大豆はつけ汁ごと、②を加えて火にかけ、沸
騰したら弱火にして大豆がやわらかくなるま
で煮る。煮詰まったときは水を足し、ゆで汁
（だし汁）の量が1,000㏄になるようにする。
④③を薄口しょうゆとみりんで調味する。
⑤うどんをゆで、おわんにつぎ分ける。熱い④
を注ぎ、小口切りにした小ねぎをちらす。
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例
年
に
な
く
寒
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
ね
。
そ
こ
で
、
屋
外
用
に

ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
な
る
も
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を
購
入

し
ま
し
た
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そ
う
〝
ズ
ボ
ン
下
〞

で
す
。
着
用
す
る
と
、
さ
す
が
に

温
か
く
優
れ
も
の
で
す
。
た
だ
、

癖
に
な
り
そ
う
で
、
着
た
の
は
２

回
だ
け
。
薄
毛
の
足
で
激
寒
の

日
々
を
暮
ら
す
、「
や
せ
が
ま
ん

の
〝
子
羊
〞」
で
す
。　
　
　
【
凡
】

　

２
月
14
日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
る
と

な
ぜ
か
幸
せ
な
気
分
に
な
る
。
一

説
に
は
、
脳
が
恋
を
し
て
い
る
と

き
と
同
じ
状
態
に
な
る
ら
し
い
。

男
性
か
ら
も
ら
え
る〝
逆
チ
ョ
コ
〞

も
期
待
で
き
な
い
の
で
、
自
分
自

身
に
贈
る〝
自
分
チ
ョ
コ
〞で
幸
せ

な
気
分
に
な
ろ
う
か
な
。
食
べ
過

ぎ
は
逆
効
果
ら
し
い
け
ど
。【
海
】

　
「
煌
め
く
人
た
ち
」
の
取
材
で

訪
れ
た〝
本
渡
第
一
映
劇
〞。
子
ど

も
の
こ
ろ
、
父
親
に
一
度
だ
け
連

れ
て
き
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
迫
力
の
あ
る
音
と
映
像
で
く

ぎ
付
け
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
映
画
を
見
る
習
慣
が
な
い

私
で
す
が
、「
身
近
に
映
画
館
が

あ
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
」
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
【
素
】

市政
だより

写真①

写真②

　写真①は、昭和23年ごろに撮影された１枚です。高浜地区では、人々が日々
の生活の糧を得るために、このように山を開いて耕し、カライモや麦を栽培し
ていました。その後、収益性が低いことや出稼ぎが盛んになったこともあり、
畑を手放す人が増加。現在（写真②）は、緑が生い茂る風景となっています。
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【問い合わせ先】天草アーカイブズ（五和支所内）☎㉕5515

～天草町高浜地区の

　　　　　　　　 段々畑～

大豆
だしこんぶ
干ししいたけ
うどん（乾めん）

小ねぎ
薄口しょうゆ

みりん
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・・・・・・10g
・・・10g
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　・・・・・・・・・・・・・２本

・・・・・・・・大さじ２
・・・・・大さじ１
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